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　ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

正
寛

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
令

和
三
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く

森
正
寛
と
申
し
ま
す
。
伝
統
あ
る
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
の
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
役
員
の

方
々
と
力
を
合
わ
せ
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
お
り
ま
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
未

だ
収
束
す
る
こ
と
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
は
な
く
、
保
護
者
の
皆
様
も
困
惑
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
関
係
者
の

ご
心
労
も
お
察
し
致
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
少
し
ず
つ
日
常
を
取
戻
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
依
然
と
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
も
総
会
の
書
面
開
催

な
ど
例
年
同
様
の
活
動
が
行
え
な
い
状
況
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
最
重
要
課

題
と
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活

に
お
い
て
、
安
心
・
安
全
そ
し
て
笑
顔
が
溢
れ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。
高
校
時
代
は
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
も
多
感
な
年
頃
で
あ

り
、
自
立
に
向
け
て
心
身
と
も
に
基
礎
を
築
く

大
切
な
時
期
で
あ
り
ま
す
、
そ
の
た
め
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
と
活
動
を
た
だ
自
粛
す
る
の
で
は
な

く
、
ど
の
様
な
対
策
を
施
せ
ば
活
動
を
行
う
こ

と
が
可
能
な
の
か
を
考
え
、
非
日
常
を
日
常
に

近
づ
け
ら
れ
る
様
に
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
令
和
四
年
四
月
に
は

民
法
の
改
正
に
よ
り
成
年
年
齢
が
十
八
歳
と
な

り
ま
す
。
成
人
す
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
多
く
の
責
任

も
伴
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
例
え
ば
親
の
同
意
を

得
な
く
て
も
契
約
行
為
が
で
き
る
一
方
で
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
背
中
合
わ
せ

と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
被
害
を
回
避
す
る

た
め
に
学
校
教
育
に
お
い
て
金
融
教
育
が
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
法
改

正
の
機
会
に
ご
家
庭
に
お
い
て
も
成
人
す
る
こ

と
に
つ
い
て
話
題
の
一
つ
と
し
て
話
し
を
し
て

み
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
今
年
度
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
は
じ
め

と
す
る
保
護
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
よ
り
良

い
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
行
き
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
に
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
に

ご
参
加
頂
き
、
情
報
交
換
や
意
見
交
換
が
出
来

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
積
極

的
な
ご
参
加
と
、
様
々
な
機
会
に
率
直
な
ご
意

見
や
考
え
を
お
聞
か
せ
頂
く
こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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国
際
交
流
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
展
示
ブ
ー
ス

今
年
度
中
止

　
　

文
化
委
員
会

　
　
　

球
技
大
会
・
体
育
祭
で
の
ジ
ュ
ー
ス
販
売

３　

研
修
会
・
大
会
等

　

①　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
協
議
会 

今
年
度
中
止

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
研
修
会　
　

今
年
度
中
止

　

③　

東
海
地
区
高
Ｐ
連
静
岡
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
年
度
中
止

　

④　

全
国
高
Ｐ
連
島
根
大
会　

無
観
客
開
催

　

⑤　

知
多
地
区
高
Ｐ
連
研
究
集
会

　
　
　
　

十
月
二
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
市
芸
術
劇
場

４　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
『
冬
青
』
発
行
（
三
回
）

　
　
　

第
百
十
五
号　

七
月　

十
四
日
（
水
）

　
　
　

第
百
十
六
号　

十
二
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　

第
百
十
七
号　

三
月　
　

一
日
（
火
）

　ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

校 

長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
村
幸
彦

　

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
校

の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
は
、
二
四
〇
名
の
新
入
生
を
迎

え
て
ス
タ
ー
ト
し
、
早
、
三
か
月
余
り
が
経
ち

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

様
々
な
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
、
生
徒
・
職
員

前
向
き
に
学
校
生
活
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
校
の
様
子
を
い
く
つ
か
お
伝
え
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
部
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
総
体
予
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
地
区
予
選
・
県

大
会
と
も
に
開
催
さ
れ
ず
、
み
ん
な
が
悔
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。
知
多
地
区
予
選
で
は
、
陸

上
競
技
部
男
子
、
弓
道
部
男
子
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
女
子
が
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
予
選
免
除

で
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
、

陸
上
競
技
部
男
子
八
〇
〇
ｍ
に
て
中
津
瑛
斗
君

が
第
四
位
で
東
海
大
会
に
進
み
、
そ
の
東
海
大

会
で
第
六
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
見
事
、
八
月

に
福
井
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
体
へ
出
場
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子
は
県
大
会
で
ベ
ス
ト
16

ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
県
大
会
に
出
場
で

き
て
い
な
い
部
活
動
の
生
徒
た
ち
も
、
大
府
東

高
校
の
代
表
と
し
て
、
堂
々
と
頑
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
部
活
動
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
生

徒
の
姿
を
見
る
と
心
か
ら
応
援
し
た
く
な
り
ま

す
。
部
活
動
を
通
し
て
生
徒
た
ち
は
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
大
き
く
成
長
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
保

護
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
国
際
交
流
に
つ
い
て
で
す
。
昨
年
度

は
交
換
留
学
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残

念
な
が
ら
今
年
度
も
同
様
で
す
。
た
だ
、
エ
ル

ウ
ッ
ド
カ
レ
ッ
ジ
と
の
交
流
の
火
を
消
さ
な
い

た
め
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
交
流
を
模
索

し
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
Ａ
Ｆ
Ｓ

の
留
学
生
と
し
て
昨
年
度
よ
り
来
て
く
れ
て
い

る
ヨ
ン
さ
ん
は
、
国
内
状
況
が
不
安
定
で
帰
国

で
き
ず
、
今
年
度
も
引
き
続
き
本
校
に
登
校
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
早
く
安
定

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

ま
っ
た
く
先
の
読
め
な
い
時
代
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
大
き
く
世
界
が
変
わ
り
ま
し
た
。

大
変
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
な
い
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
面
で
は
学
校
に

お
い
て
も
急
激
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

を
恨
ん
で
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
状
況
を
嘆

い
た
り
、
文
句
を
言
う
だ
け
で
な
く
、
事
態
を

前
向
き
に
と
ら
え
、
よ
く
考
え
て
変
化
に
対
応

し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に

も
そ
の
よ
う
な
力
を
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
我
々
大
人
が
頑
張
っ
て
範

を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　

令
和
三
年
度

　Ｐ
Ｔ
Ａ
事
業
計
画

                               

１　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　

書
面
議
決

２　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会
・
支
部
委
員
会
・
委
員
会
等

　

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
一
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

九
月
十
七
日
（
金
）

　
　

第
三
回　

一
月
二
十
八
日
（
金
）

　
　

第
四
回　

三
月
二
十
五
日
（
金
）

　

②　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
支
部
委
員
合
同
会
議

　
　

第
一
回　

六
月
十
一
日
（
金
）

　
　

第
二
回　

一
月
二
十
八
日
（
金
）

　

③　

Ｐ
Ｔ
Ａ
委
員
会

　
　

第
一
回　

六
月
十
一
日
（
金
）
書
面
連
絡

　
　

第
二
回　

三
月
二
十
五
日
（
金
）

　

実
践
活
動

　
　

進
路
指
導
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
カ
フ
ェ
模
擬
店今

年
度
中
止

　
　

生
徒
指
導
委
員
会

　
　
　

職
員
合
同
校
外
指
導
（
一
回
）

今
年
度
中
止

　
　
　

職
員
合
同
交
通
指
導
（
三
回
）

　
　

環
境
整
備
委
員
会

　
　
　

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
植
栽（
年
二
回
）

　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
化
祭
で
の
駄
菓
子
屋
模
擬
店

今
年
度
中
止
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令和３年度　ＰＴＡ支部役員および委員会

令和３年度　ＰＴＡ常任役員および委員会

知多支部 氏　名 委員会

支 部 長 尾　﨑 祐　子 生徒指導委員長

副支部長 澤　田 人　美 総務副委員長

支部委員 籾　山 瑞　穂 環境整備委員

支部委員 近　藤 　　桂 文化委員

支部委員 黒　田 英　里 国際交流委員

名南東支部 氏　名 委員会

支 部 長 木　原 里　美 文化委員長

副支部長 福　永 幸　恵 国際交流副委員長

支部委員 内　田 弥　生 総務委員長

支部委員 永　井 理　誉 国際交流委員

支部委員 相　羽 恵　子 総務委員

三河支部 氏　名 委員会

支 部 長 西　田 静　香 進路指導委員長

副支部長 黒　田 　　薫 生徒指導副委員長

支部委員 日比野 美　紀 総務委員

支部委員 鈴　木 淳　子 国際交流委員

支部委員 加　藤 啓　子 文化委員

支部委員 加　藤 友　洋 総務委員

支部委員 菅　野 淑　子 生徒指導委員

支部委員 水　波 絵　美 環境整備委員

支部委員 髙　木 美　穂 国際交流委員

支部委員 原　　 一　恵 生徒指導委員

支部委員 豊　島 恵美子 進路指導委員

支部委員 小　野 瑞　穂 総務委員

大府支部 氏　名 委員会

支 部 長 辻　井 恵　子 環境整備委員長

副支部長 濵　島 郁　恵 進路指導副委員長

支部委員 清　水 貴美枝 環境整備委員

支部委員 亀　井 由　美 文化委員

支部委員 長　谷 　　瞳 進路指導委員

支部委員 岩　田 美咲子 生徒指導委員

支部委員 成　田 町　子 進路指導委員

支部委員 土　屋 真由子 文化委員

大府北支部 氏　　名 委員会

支 部 長 渡　邊 順　子 国際交流委員長

副支部長 矢　野 貴　子 環境整備副委員長

支部委員 安　藤 由　貴 生徒指導委員

支部委員 奈木野 亜　聖 進路指導委員

支部委員 中　村 陽　子 環境整備委員

支部委員 小　澤 由　美 生徒指導委員

大府西南支部 氏　　名 委員会

支 部 長 小　椋 和　美 進路指導委員

副支部長 中　尾 恵梨子 文化副委員長

支部委員 秋　岡 　　都 進路指導委員

支部委員 渡　邉 のり子 国際交流委員

支部委員 三　浦 明　子 環境整備委員

支部委員 大　塚 友紀乃 総務委員

会　

長　
　

瀬
川　

桃
羽

副
会
長　
　

山
本　

和
奏

　
　
　
　
　

安
藤　

歓
音

書　

記　
　

相
沢　

美
優

　
　
　
　
　

作
田　
　

任

会　

計　
　

西
个
谷
高
輝

令
和
三
年
度

　

前
期
生
徒
会
役
員
紹
介

役	職	名 氏　　名 支部・委員会

会　　長 森　　 正　寛 大府西南・全委員会総括

副 会 長 久　永 和　枝 大府・委員会総括

副 会 長 鈴　木 志　穂 知多・委員会総括

書　　記 深　谷 由　樹 大府西南・総務委員

書　　記 新　田 直　美 名南東・国際交流委員

役	職	名 氏　　名 支部・委員会

会　　計 小　椋 和　美 大府西南・進路指導委員

会　　計 石　田 久　美 三河・文化委員

監　　査 平　山 詩　織 大府北・環境整備委員

監　　査 新　實 千賀子 大府・生徒指導委員

顧　　問 小　崎 義　弘 大府・全委員会総括
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ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生
、
ヨ

ン
・
イ
・
モ
ン
さ
ん
の
近
況
を
報
告

し
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
治
安
が
悪

化
す
る
中
、
家
族
や
友
人
と
離
れ
て

日
本
で
生
活
す
る
不
安
も
き
っ
と

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で

も
、
三
年
生
と
一
緒
に
将
来
の
進
路

の
こ
と
も
考
え
て
勉
強
を
続
け
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
日
本
語
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
い
つ
の
間
に
か
漢
字
も
た
く
さ

ん
覚
え
ま
し
た
。
姿
を
見
か
け
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
�

国
際
交
流
便
り

　

三
六
回
生
は
、
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
が

一
六
九
名
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
が
五
四
名
、

就
職
者
が
八
名
、
進
学
準
備
者
な
ど
が
二
名
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
国
公
立
大
学
に
は

四
名
合
格
し
ま
し
た
。
愛
知
県
内
で
は
愛
知
教

育
大
学
に
一
名
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
信
州

大
学
、
弘
前
大
学
、
公
立
鳥
取
環
境
大
学
に
一

名
ず
つ
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浪
人
生
も
愛

知
教
育
大
学
と
東
京
外
国
語
大
学
に
一
名
ず
つ

合
格
し
ま
し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
高
い
進

路
目
標
を
立
て
、
そ
の
努
力
が
結
果
と
し
て
表

れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
の
私
立
大
学
は
、
南
山
大
学
に
三

名
、
愛
知
大
学
に
十
一
名
、
中
京
大
学
に
十
一

名
、
名
城
大
学
に
四
名
、
愛
知
学
院
大
学
に

三
十
名
、
名
古
屋
学
院
大
学
に
十
四
名
な
ど
、

主
要
大
学
に
一
定
数
の
合
格
者
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
前
期
試
験
が
振
る
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
二
月
末
か
ら
三
月
の
中
期
試

験
や
後
期
試
験
に
臨
み
、
第
一
志
望
の
合
格
を

勝
ち
取
っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
あ
き
ら
め
ず

粘
り
強
く
入
試
に
挑
ん
だ
こ
と
が
、
結
果
に
結

び
つ
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

進
路
指
導
部
で
は
、
生
徒
の
進
路
実
現
の
一

助
と
し
て
、
様
々
な
行
事
を
企
画
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
五
月
十
三
日
（
木
）
に
、
国
公
立
大

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
鳥
取
大
学
入
学

セ
ン
タ
ー
特
命
准
教
授
、
小
山
勝
樹
様
か
ら

﹁
地
方
国
公
立
大
学
の
魅
力
﹂
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
し
、
参
加
も
生
徒
の

み
に
な
り
ま
し
た
が
、
小
山
先
生
の
話
を
聞

き
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

六
月
九
日
（
水
）
に
は
、
一
年
生
向
け
に
学

部
学
科
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
学
の
先

生
方
を
お
招
き
し
、﹁
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
学
べ
る
か
﹂
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
六
月
三
十
日
（
水
）
に
は
、
二
年

生
向
け
に
出
前
授
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒

は
十
四
の
講
座
に
分
か
れ
、
そ
の
中
か
ら
二
つ

の
授
業
を
聞
き
ま
し
た
。
一
部
講
座
は
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
し
、
山
形
大
学
や
熊
本
大
学
な

ど
、
愛
知
県
か
ら
離
れ
た
国
公
立
大
学
の
授
業

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

六
月
八
日
（
火
）
に
は
、
二
、
三
年
生
の
看

護
医
療
系
希
望
者
を
対
象
に
説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
七
月
二
十
七
日
（
火
）
に

看
護
学
校
に
通
う
本
校
卒
業
生
の
話
を
聞
く

会
、
八
月
四
日
（
水
）
に
一
日
看
護
体
験
研
修

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
病
院
な
ど
で
の
実
習
が
で
き
な
い
中
、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
、
学
び
の
機

会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
行
事
を
企
画
、
運

営
し
、
生
徒
の
学
力
や
持
ち
味
を
伸
ば
し
、
一

人
ひ
と
り
が
よ
り
よ
い
進
路
実
現
を
果
た
す
よ

う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
の
進
路
結
果
と
進
路
行
事
に
つ
い
て　
　

進
路
指
導
部
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令和３年度の人事異動

【転出者・退職者の名簿】
職　名　　　　　　　　氏　名　　　 教　科 　　　　転　任　先　　　　　　　　
校　長　　　　　　　土井　善和　　　　　　　　　退職
教　頭　　　　　　　磯村　幸彦　　保健体育　　　本校　　　　　　　　　　　　　　
教　諭　　　　　　　山本　寿徳　　地　　歴　　　退職　　　　　　　　　　　　　　
教　諭　　　　　　　新海　太郎　　公　　民　　　東京都立竹台高等学校　　　　　　
教　諭　　　　　　　平良　希美　　地　　歴　　　愛知県立知立高等学校　　　　　　
教　諭　　　　　　　稲垣　志帆　　国　　語　　　愛知県立高蔵寺高等学校　　　　　
再任用教諭　　　　　竹内　康視　　地　　歴　　　愛知県立東海南高等学校　　　　　
臨時的任用講師　　　戸谷　保之　　数　　学　　　豊橋中央高等学校　　　　　　　　
任期付任用講師　　　青島　加苗　　理　　科　　　愛知県立横須賀高等学校　　　　　

【新転任者の名簿】　
職　名　　　　　　　　氏　名　　　 教　科 　　　　前　任　地　　　　　　
校　長　　　　　　　磯村　幸彦　　　　　　　　　本校
教　頭　　　　　　　間瀬　政和　　数　　学　　　愛知県立横須賀高等学校　　　　　
教　諭　　　　　　　松島　琢真　　地　　歴　　　愛知県立半田東高等学校　　　　　
教　諭　　　　　　　古橋　孝輔　　数　　学　　　愛知県立長久手高等学校　　　　　
教　諭　　　　　　　山崎　亮人　　理　　科　　　初任　　　　　　　　　　　　　　
教　諭　　　　　　　是松　尚樹　　公　　民　　　初任　　　　　　　　　　　　　　
再任用教諭　　　　　中山　史信　　数　　学　　　継続　　　　　　　　　　　　　　
再任用教諭　　　　　石川　憲夫　　国　　語　　　継続　　　　　　　　　　　　　　
再任用教諭　　　　　安藤　義弘　　地　　歴　　　愛知県立東浦高等学校　　　　　　
再任用教諭　　　　　鳥居　宏之　　地　　歴　　　愛知県立横須賀高等学校　　　　　
任期付任用教諭　　　仁科　由梨　　英　　語　　　継続　　　　　　　　　　　　　　
臨時的任用教諭　　　井上賢志朗　　情　　報　　　継続　　　　　　　　　　　　　　
任期付任用講師　　　柴田　亜蘭　　家　　庭　　　愛知県立大府高等学校　　　　　　
臨時的任用実習助手　杉浦　未妃　　　　　　　　　継続
非常勤事務職員　　　西田　隆夫　　　　　　　　　継続
用務業務員　　　　　戸田　真治　　　　　　　　　継続
用務業務員　　　　　山本　大蔵　　　　　　　　　継続

【非常勤講師】
　転　出　　　　　　藤井真理子（理科）　　　伊奈　陽子（理科）　
　　　　　　　　　　田畑　佳樹（保健体育）　栗田　京子（音楽）　
　　　　　　　　　　古橋　和秋（情報）

　継　続　　　　　　布野　幹夫（地歴）　　　細山　光也（理科）　　　河野　清一（英語）
　　　　　　　　　　福岡　紀杏（英語）　　　圡田あゆみ（英語）　　　平松　伸之（美術）

　新　規　　　　　　吉澤　ロコ（国語）　　　河合　　郁（数学）　　　金井美穂子（理科）
　　　　　　　　　　間瀬　美月（保健体育）　ギブソン優子（音楽）

【ＮＥＳＡ】　　　　ティモシー・レネイン
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陸上競技                                                                                              
　　男子　学校対抗　総合優勝、トラックの部　優勝、フィールドの部　優勝
　　　　　１位　110mH　片桐、800m　中津（大会新）、1500m　中津、走幅跳　渡邊（大会新）   　26種目入賞、
　　　　　　　　三段跳　渡邊、走高跳　酒井、やり投げ　中井    　27種目で
　　　　　２位　400mH　片桐、1600mリレー　串田・荻原・片桐・中津、走高跳　深谷、円盤投　中井 　県大会出場
　　　　　３位　200m　青井、400mリレー　竹花・渡邊・米川・越、走幅跳　辻井、円盤投　杉田
　　　　　４位　5000m　上田、400mH　荻原、3000mSC　池田、三段跳　酒井、砲丸投　杉田
　　　　　５位　200m　米川、1500m　上田、5000m　池田、三段跳　辻井
　　　　　６位　110mH　亀井、ハンマー投　山田拓
　　　　　７位　800m　小久保
　　　　　＜愛知県高校総体県大会＞
　　　　　決勝４位　800m　中津　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   東海大会出場
　　　　　決勝８位　200m　青井、走幅跳　渡邊
　　　　　決勝11位　三段跳　渡邊
　　　　　決勝12位　やり投げ　中井
　　　　　準決勝５位　110mH　片桐　他予選敗退
　　　　　＜東海高校総体＞  　　　　  全国高校総体
　　　　　決勝６位　800m　中津　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 　　　　		（福井）出場
バスケットボール 
　　男子　１回戦　●78－81 半田工科
　　女子　１回戦　●34－59 大府 
バレーボール
　　男子　１回戦　○２－１ 半田工科、準決勝　●０－２ 半田、
　　　　　３位決定戦　○２－１ 知多翔洋（第３位）
　　女子　１回戦　●０－２ 半田商
ソフトテニス
　　男子　団体　予選リーグ　●１－２ 半田商、●０－３ 横須賀
　　　　　個人　予選敗退
　　女子　団体　予選リーグ　１回戦　○２－１ 半田、２回戦　○３－０ 半田商
　　　　　　　　決勝リーグ　１回戦　○２－１ 大府、２回戦　○２－１ 東海商、　
　　　　　　　　　　　　　　３回戦　○３－０ 半田東、４回戦　○２－１ 横須賀　（優勝）    　県大会出場
　　　　　個人ダブルス　２位　川崎・村松、３位　愛知・鈴木    　県大会出場
卓　　球
　　男子　団体　１回戦　〇３－１ 常滑、２回戦　●０－３ 横須賀
　　　　　シングルス　ベスト16　長谷川、ベスト32　作田、齋藤
　　　　　ダブルス　　ベスト16　作田・齋藤、長谷川・村田
　　女子　シングルス　ベスト32　神本
　　　　　ダブルス　　２回戦敗退
弓　　道
　　男子　団体　優勝    　県大会出場
　　　　　個人　第２位　伊藤、秋岡    　県大会出場
　　　　　　　　第５位　岡田
　　女子　団体　予選敗退
剣　　道
　　男子　団体　予選リーグ　〇－×東浦、〇－×半田商、×－〇阿久比
　　　　　　　　決勝リーグ　×－〇半田
　　　　　個人　赤嶺（３回戦）、坂野（２回戦）、近藤、平石（１回戦）    　　　　
　　女子　個人　伊藤（１回戦）
バドミントン
　　男子　団体　１回戦　○３－１ 名古屋市工科、２回戦　●２－３ 瑞陵
　　　　　個人　ベスト32　小崎
　　女子　団体　 1回戦　○３－０ 半田商、２回戦　○３－１ 中村、３回戦　●０－３ 半田
　　　　　ダブルス　　ベスト32　中山・清水ペア
　　　　　　　　　　　ベスト64　川津・耳塚ペア、大岩・片岡ペア
　　　　　シングルス　ベスト32　中山、ベスト64　清水
ハンドボール
　　男子　１回戦　●12－21 東海南
　　女子　１回戦　●３－11 東浦
サッカー　＜愛知県高校総体県大会＞　
　　　　　２回戦　○３－１ 豊田、３回戦　●０－３ 刈谷　（ベスト16）  　　　　　県大会

令和３年度 部活動試合結果
（４月 愛知県高校総体知多支部予選～６月）	


